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は
じ
め
に

　

六
神
通
（
六
通
）
と
は
、
仏
や
菩
薩
な
ど
が
具
え
る
六
種
の
自
由
自
在
な
能
力
で
あ
り
、
神
足
通
・
天
耳
通
・
天
眼
通
・
他
心
通
・

宿
命
通
・
漏
尽
通
の
六
つ
を
い
う
。
善
導
（
六
一
三
│
六
八
一
）
は
還
相
回
向
思
想
を
述
べ
る
中
で
、『
往
生
礼
讃
』
で
は
「
六
神

通
」
と
用
い
、『
観
経
疏
』
で
は
「
大
悲
」
と
用
い
る
こ
と
は
す
で
に
筆
者
が
論
じ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、「
六
神
通
」
や
「
大
悲
」
に

関
し
て
、
善
導
が
ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
傾
向
に
あ
る
の
か
、
そ
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
論
じ
切
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
善
導
が

使
用
す
る
「
六
神
通
」
や
「
大
悲
」
の
思
想
を
追
っ
た
研
究
も
な
い
。
す
で
に
拙
論
で
述
べ
て
い
る
が
、
い
ま
一
度
、
善
導
が
使
用
す

る
六
通
と
六
神
通
の
用
例
を
表
に
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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表
を
見
る
通
り
、
善
導
は
五
部
九
巻
で
は
「
六
通
」
の
語
を
用
い
る
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
、
な
ぜ
か
『
往
生
礼
讃
』
だ
け
は
「
六

神
通
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
表
題
で
「
特
異
性
」
と
い
う
の
は
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。
善
導
が
六
神
通
の
内
容
に
関
し
て

異
な
っ
た
理
解
を
示
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
本
論
で
は
善
導
が
使
用
す
る
「
六
通
」
と
「
六
神
通
」
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
、
そ
の
語
を
使
用
す
る
際
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
『
往
生
礼
讃
』
で
は
な
ぜ
「
六
神
通
」
の
語
を
用
い
た

の
か
を
考
え
た
い
。

『
観
念
法
門
』
に
お
け
る
六
通

　

ま
ず
善
導
の
五
部
九
巻
に
お
け
る
「
六
通
」
の
用
例
を
見
て
い
く
。
五
部
九
巻
の
成
立
順
序
は
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
が
、

『
観
念
法
門
』
が
最
初
と
い
う
こ
と
で
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
『
観
念
法
門
』
で
は
、「
六
通
」
に
関
し
て
次
の
一
例
が
あ
る
。

　

⑴ 

問
曰
、
夫
人
福
力
強
勝
、
蒙
佛
加
念
故
見
佛
。
末
法
衆
生
罪
𠍴
深
重
。
何
由
得
與
夫
人
同
例
。
又
此
義
者
甚
深
廣
大
。
一
一
具
引
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佛
經
、
以
爲
明
證
。

答
曰
、
佛
是
三
達
聖
人
、
六
通
無
障
、
觀
機
備
敎
、
不
擇
淺
深
。
但
使
歸
誠
、
何
疑
不
見
。
即
如
觀
經
下
説
云
、
佛
讚
韋
提
、
快

問
此
事
。
阿
難
受
持
廣
爲
多
衆
、
宣
説
佛
語
。
如
來
今
者
敎
韋
提
希
及
未
來
世
一
切
衆
生
、
觀
於
西
方
極
樂
世
界
。
以
佛
願
力
故
、

見
彼
國
土
、
如
執
明
鏡
、
自
見
面
像
。
又
以
此
經
證
。
亦
是
彌
陀
佛
三
力
外
加
故
得
見
佛
。
故
名
見
佛
淨
土
三
昧
增
上
縁

　

問
う
。
韋
提
希
は
福
徳
の
力
が
強
く
勝
れ
て
い
る
の
で
、
仏
の
加
護
を
蒙
る
か
ら
、
仏
を
見
る
〔
こ
と
が
で
き
る
〕。〔
し
か

し
〕
末
法
の
衆
生
は
罪
や
過
失
が
極
め
て
重
い
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
〔
韋
提
希
〕
夫
人
と
同
じ
よ
う
に
〔
仏
を
見
る
こ
と
が
〕

で
き
る
の
か
。
ま
た
こ
の
道
理
は
非
常
に
重
要
な
の
で
、
一
々
に
み
な
仏
の
経
典
を
引
用
し
て
、
そ
れ
を
証
明
せ
よ
。

　

答
え
る
。
仏
は
三
明
（
＝
三
達
）
の
聖
者
で
あ
る
の
で
、
六
通
は
障
り
が
な
く
〔
自
在
で
あ
り
〕、
機
を
観
察
し
て
教
え
を
準

備
す
る
こ
と
に
〔
機
の
〕
浅
い
深
い
も
関
係
し
な
い
。
も
し
誠
の
心
で
帰
依
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
〔
仏
を
〕
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
疑
え
よ
う
か
。
す
な
わ
ち
『
観
経
』
に
は
「
仏
は
韋
提
希
を
讃
え
た
。『
よ
く
こ
の
こ
と
（
見
仏
の
因
縁
）
を
尋
ね
た
。

阿
難
よ
。
よ
く
〔
こ
の
こ
と
を
〕
受
持
し
広
く
多
く
の
衆
生
の
た
め
に
、
仏
の
言
葉
を
説
こ
う
。
如
来
は
今
、
韋
提
希
と
未
来
世

の
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
た
め
に
、
西
方
極
楽
世
界
を
観
想
す
る
方
法
を
教
え
よ
う
。
仏
の
願
力
に
よ
っ
て
、
曇
り
の
な
い
鏡
で
自
分

の
顔
を
見
る
よ
う
に
、
極
楽
世
界
を
見
る
よ
う
に
さ
せ
よ
う
。』」
と
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
『
観
経
』
に
よ
っ
て
証
明
す
る
。

ま
た
こ
れ
は
阿
弥
陀
仏
が
外
か
ら
三
力
を
加
え
る
か
ら
、
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
見
仏
浄
土
三
昧
増
上
縁
と
い
う
。

　

こ
こ
で
は
仏
に
対
し
て
、
三
明
と
六
通
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
六
通
の
力
に
よ
っ
て
仏
は
衆
生
に
応
じ
た
説
法
、
す
な
わ
ち
対
機

説
法
を
す
る
と
説
い
て
い
る
。
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『
往
生
礼
讃
』
に
お
け
る
六
通

　

善
導
の
五
部
九
巻
の
成
立
順
序
に
関
し
て
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る
の
で
、
最
初
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
観
念
法
門
』

以
外
は
、
五
十
音
順
で
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
次
に
『
往
生
礼
讃
』
に
お
け
る
六
通
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

　

⑵
勢
至
菩
薩
難
思
議　

威
光
普
照
無
邊
際

有
縁
衆
生
蒙
光
觸　

增
長
智
慧
超
三
界

法
界
傾
搖
如
轉
蓬　

化
佛
雲
集
滿
虚
空

普
勸
有
縁
常
憶
念　

永
絶
胞
胎
證
六
通

　

勢
至
菩
薩
〔
の
威
徳
〕
は
、
考
え
も
及
び
が
た
い
。
威
徳
の
光
明
は
あ
ま
ね
く
照
ら
し
て
際
限
が
な
い
。
縁
あ
る
衆
生
が
〔
勢

至
菩
薩
の
〕
光
明
に
触
れ
ら
れ
れ
ば
、〔
そ
の
衆
生
の
〕
智
慧
が
増
大
し
三
界
を
超
え
る
〔
こ
と
が
で
き
る
〕。〔
そ
の
智
慧
に
よ

っ
て
〕
全
宇
宙
を
揺
れ
動
か
す
こ
と
は
風
の
吹
く
ま
ま
に
任
せ
て
宛
も
な
く
飛
ん
で
ゆ
く
蓬
の
よ
う
で
あ
る
。
化
仏
は
雲
の
如
く

集
ま
っ
て
空
中
を
満
た
し
て
い
る
。
あ
ま
ね
く
縁
あ
る
衆
生
に
い
つ
も
憶
念
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。
永
久
に
母
の
胎
内
に
生
ま
れ

る
こ
と
を
断
絶
し
六
通
を
体
得
し
な
さ
い
。

　

こ
の
箇
所
は
『
往
生
礼
讃
』
に
お
け
る
日
中
の
部
分
で
説
か
れ
て
い
て
、
勢
至
菩
薩
を
讃
え
る
こ
と
が
文
中
の
内
容
で
あ
る
。
そ
し

て
有
縁
の
衆
生
に
は
輪
廻
か
ら
離
れ
て
極
楽
浄
土
へ
往
生
し
て
、
六
通
を
体
得
し
な
さ
い
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
の
「
六
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通
」
は
極
楽
往
生
後
の
菩
薩
に
対
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
六
通
を
体
得
し
た
後
の
こ
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
六
通
を

体
得
す
る
こ
と
は
あ
く
ま
で
も
極
楽
往
生
後
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
わ
か
ら
な
い
。

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
六
通

　

次
に
『
観
経
疏
』
を
見
て
い
く
。
玄
義
分
で
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

⑶
十
方
恆
沙
佛　

六
通
照
知
我

今
乘
二
尊
敎　

廣
開
淨
土
門

　

十
方
の
ガ
ン
ジ
ス
河
の
沙
の
数
ほ
ど
〔
多
く
〕
の
仏
よ
。
六
通
に
よ
っ
て
私
を
照
ら
し
知
り
た
ま
え
。〔
私
は
〕
今
、
釈
迦
仏

と
阿
弥
陀
仏
の
教
え
に
乗
じ
て
、
広
く
浄
土
の
門
を
開
こ
う
。

　

善
導
は
十
方
の
諸
仏
に
対
し
て
六
通
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
『
観
経
疏
』
定
善
義
の
第
十
三
雑
想
観
を
解
釈
す
る
中
で
「
六

通
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

⑷ 

六
從
阿
彌
陀
下
、
至
丈
六
八
尺
已
來
、
正
明
能
觀
所
觀
佛
像
。
雖
身
有
大
小
、
明
皆
是
眞
。
即
有
其
三
。
一
明
彌
陀
身
通
無
礙
、

隨
意
徧
周
。
言
如
意
者
、
有
二
種
。
一
者
如
衆
生
意
。
隨
彼
心
念
、
皆
應
度
之
。
二
者
如
彌
陀
之
意
。
五
眼
圓
照
、
六
通
自
在
、

觀
機
可
度
者
、
一
念
之
中
、
無
前
無
後
、
身
心
等
赴
、
三
輪
開
悟
、
各
益
不
同
也
。
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六
つ
に
〔『
観
経
』
の
〕「
阿
弥
陀
」
か
ら
「
丈
六
八
尺
」
ま
で
は
、
ま
さ
し
く
観
察
対
象
の
仏
像
を
観
想
で
き
る
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。〔
像
の
〕
身
体
に
大
小
〔
の
違
い
〕
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
は
っ
き
り
と
み
な
こ
れ
は
真
実
〔
の
仏
〕
で
あ
る
こ
と
を

明
か
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
に
三
つ
が
あ
る
。
一
つ
に
は
阿
弥
陀
仏
の
神
通
に
は
妨
げ
が
な
く
、
心
の
ま
ま
に
行
き
渡
っ
て

い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。〔
経
文
の
〕「
如
意
」
と
い
う
の
は
、
二
種
類
あ
る
。
一
つ
に
は
衆
生
の
心
の
ま
ま
に
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。〔
阿
弥
陀
仏
は
〕
か
の
〔
衆
生
の
〕
心
の
思
い
に
し
た
が
っ
て
、
み
な
〔
そ
の
心
に
〕
応
じ
て
こ
れ
（
衆
生
）
を
済
度

す
る
。
二
つ
に
は
阿
弥
陀
仏
の
心
の
ま
ま
に
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。〔
阿
弥
陀
仏
は
肉
眼
・
天
眼
・
慧
眼
・
法
眼
・
仏
眼
の
〕
五

眼
に
よ
っ
て
円
満
に
照
ら
し
、
六
通
が
自
在
で
あ
り
、
済
度
す
べ
き
機
を
観
察
し
て
、
一
瞬
の
間
に
、
前
も
な
く
後
も
な
く
、
身

と
心
が
等
し
く
赴
い
て
、〔
身
と
口
と
心
の
〕
三
輪
に
よ
っ
て
衆
生
を
さ
と
ら
せ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
で
利
益
す
る
こ
と
が
異
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
『
観
経
疏
』
が
注
釈
す
る
『
観
経
』
の
箇
所
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

阿
彌
陀
佛
、
神
通
如
意
、
於
十
方
國
、
變
現
自
在
。
或
現
大
身
、
滿
虚
空
中
。
或
現
小
身
、
丈
六
八
尺
。

　

阿
弥
陀
仏
は
神
通
が
心
の
ま
ま
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
お
い
て
身
を
変
え
て
現
れ
る
こ
と
が
自
在
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
は

大
き
な
身
で
現
れ
て
虚
空
中
を
満
た
し
て
い
た
。
あ
る
時
は
小
さ
な
身
で
現
れ
て
、
一
丈
六
尺
あ
る
い
は
八
尺
と
な
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
善
導
は
『
観
経
』
の
「
阿
彌
陀
佛
、
神
通
如
意
、
於
十
方
國
、
變
現
自
在
」
の
「
如
意
」
の
語
を
解
釈
し
て
、
衆
生
と
仏

と
の
二
つ
の
解
釈
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
仏
の
場
合
、
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
六
通
が
自
在
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
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『
般
舟
讃
』
に
お
け
る
六
通

　

次
に
『
般
舟
讃
』
に
お
け
る
六
通
の
用
例
を
見
て
い
き
た
い
。

　

⑸
欲
到
彌
陀
安
養
國
願
往
生　

念
佛
戒
行
必
須
囘
無
量
樂

戒
行
專
精
諸
佛
讚
願
往
生　

臨
終
華
座
自
來
迎
無
量
樂

一
念
之
間
入
佛
會
願
往
生　

三
界
六
道
永
除
名
無
量
樂

三
明
六
通
皆
自
在
願
往
生　

畢
命
不
退
證
無
爲
無
量
樂

　

阿
弥
陀
仏
の
安
養
国
に
往
生
し
た
い
と
思
え
ば
、
念
仏
や
戒
行
を
必
ず
回
向
す
べ
き
で
あ
る
。
戒
行
を
ひ
た
す
ら
精
進
す
る
な

ら
ば
諸
仏
は
ほ
め
讃
え
、
臨
終
に
華
座
を
も
っ
て
自
ら
来
迎
す
る
。〔
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
へ
往
生
し
た
者
は
〕
一
瞬
の
間
に
仏
の

会
座
に
連
な
っ
て
、
三
界
六
道
の
名
を
永
久
に
除
く
。
三
明
や
六
通
が
み
な
思
う
ま
ま
で
あ
り
、
遂
に
は
不
退
転
と
な
り
無
為
を

さ
と
る
。

　

こ
こ
で
は
極
楽
に
往
生
し
た
者
に
対
し
て
、
三
明
・
六
通
が
自
在
と
な
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　

ま
た
『
般
舟
讃
』
に
は
次
の
一
例
が
あ
る
。

　

⑹
彌
陀
願
力
隨
心
大
願
往
生　

四
種
莊
嚴
暜
皆
徧
無
量
樂
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三
明
六
通
常
自
在
願
往
生　

徧
入
衆
生
心
想
中
無
量
樂

佛
身
相
好
依
心
起
願
往
生　

隨
念
即
現
眞
金
佛
無
量
樂

眞
金
即
是
彌
陀
相
願
往
生　

圓
光
化
佛
現
人
前
無
量
樂

　

阿
弥
陀
仏
の
願
力
は
心
に
随
っ
て
大
き
く
な
り
、
四
種
の
荘
厳
は
あ
ま
ね
く
み
な
行
き
渡
る
。
三
明
や
六
通
は
い
つ
も
思
う
ま

ま
で
あ
り
、
あ
ま
ね
く
衆
生
の
心
想
の
中
に
入
る
。
仏
の
身
体
的
特
徴
（
相
好
）
は
心
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
思
い
（
念
）
に
し
た

が
っ
て
、
す
な
わ
ち
真
金
〔
色
〕
の
〔
身
体
を
し
た
〕
仏
が
現
れ
る
。
真
金
〔
色
〕
と
は
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
仏
の
姿
で
あ
り
、
円

光
か
ら
〔
出
る
〕
化
仏
は
人
々
の
前
に
現
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
阿
弥
陀
仏
の
三
明
・
六
通
が
自
在
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
箇
所
を
良
忠
の
『
般
舟
讃
私
記
』
で
は
次
の
よ
う
に
解

釈
し
て
い
る
。

彌
陀
願
力
等
者
、
意
云
。
悲
心
大
故
、
願
力
亦
大
。
願
力
大
故
、
莊
嚴
普
遍
。

遍
入
衆
生
等
者
、
經
云
、
入
一
切
衆
生
心
想
中
。
已上

眞
金
即
是
乃
至
現
人
前
者
、
經
云
、
見
一
寶
像
如
閻
浮
檀
金
色
坐
彼
華
上
。
見
像
坐
已
、
心
眼
得
開
了
了
分
明
。
已上

　
「
弥
陀
願
力
」
等
と
は
、〔
私
の
〕
考
え
を
言
え
ば
、
大
悲
の
心
が
大
き
い
か
ら
、
願
力
も
ま
た
大
き
く
な
る
。
願
力
が
大
き
い

か
ら
、〔
極
楽
の
〕
荘
厳
は
あ
ま
ね
く
行
き
渡
っ
て
い
る
。

　
「
遍
入
衆
生
」
等
と
は
、『〔
観
〕
経
』
に
は
、「〔
諸
仏
は
〕
す
べ
て
の
衆
生
の
心
想
の
中
に
入
る
」
と
説
い
て
い
る
。

　
「
眞
金
即
是
」
か
ら
「
現
人
前
」
ま
で
は
、『〔
観
〕
経
』
に
は
、「
一
つ
の
宝
で
で
き
た
像
が
閻
浮
檀
金
色
の
ご
と
く
で
あ
り
、

（
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か
の
華
の
上
に
坐
っ
て
い
る
の
を
見
な
さ
い
。
像
に
坐
っ
て
い
る
の
を
見
終
わ
っ
た
な
ら
ば
、
心
の
眼
を
開
く
こ
と
が
で
き
て
は

っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
に
な
る
」
と
説
い
て
い
る
。

　

良
忠
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
善
導
の
『
般
舟
讃
』
の
「
徧
（
遍
）
入
衆
生
」
以
降
は
、
第
八
像
想
観
を
解
釈
し
て
い
る
と
す
る
。
し
か

し
「
三
明
六
通
」
に
関
し
て
は
、『
観
経
』
の
像
想
観
も
し
く
は
そ
の
前
の
第
七
の
華
座
観
に
は
見
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
『
般
舟
讃
』

で
は
善
導
が
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
三
明
・
六
通
が
自
在
で
あ
る
と
解
釈
し
て
述
べ
た
と
い
え
る
。
先
の
『
観
経
疏
』
の
引
用
⑷
と
同
じ

で
あ
る
。

『
法
事
讃
』
に
お
け
る
六
通

最
後
に
『
法
事
讃
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

⑺
願
往
生
願
往
生

彌
陀
侍
者
二
菩
薩　

號
曰
無
邊
觀
世
音

一
切
時
中
助
佛
化　

分
身
六
道
起
慈
心

念
念
隨
機
爲
説
法　

惛
惛
難
悟
罪
根
深

百
計
千
萬
數
出
世　

萬
中
無
一
出
煩
籠

念
汝
衆
生
長
劫
苦　

諸
佛
對
面
不
相
逢

一
一
一

善
導
『
往
生
礼
讃
』
に
お
け
る
六
神
通
の
特
異
性



人
天
少
善
尚
難
辯　

何
况
無
爲
證
六
通

雖
得
見
聞
希
有
法　

麤
心
懈
怠
益
無
功

縱
使
連
年
放
脚
走　

趂
得
貪
瞋
滿
内
胸

貪
瞋
即
是
身
三
業　

何
開
淨
土
裏
眞
空

寄
語
同
生
善
知
識　

念
佛
慈
悲
入
聖
叢

衆
等
傾
心
皆
願
往　

手
執
香
華
常
供
養

　

阿
弥
陀
仏
の
侍
者
で
あ
る
二
菩
薩
は
、
無
辺
（
勢
至
）
と
観
世
音
と
い
う
。
あ
ら
ゆ
る
時
に
お
い
て
仏
の
教
化
を
助
け
て
、
身

を
六
道
に
分
け
て
慈
心
を
起
す
。
一
瞬
一
瞬
、
機
に
し
た
が
っ
て
法
を
説
く
。
心
が
暗
く
愚
か
で
さ
と
り
難
い
の
は
罪
根
が
深
い

か
ら
で
あ
る
。
百
の
方
法
に
よ
っ
て
千
万
回
ほ
ど
世
に
出
て
も
、
一
万
人
の
中
、
一
人
も
煩
悩
に
縛
ら
れ
た
〔
輪
廻
と
い
う
〕
籠

か
ら
出
た
こ
と
は
な
い
。
あ
な
た
た
ち
衆
生
の
長
い
間
の
苦
し
み
を
思
う
と
、
諸
仏
と
対
面
し
て
も
出
会
わ
な
か
っ
た
の
と
同
じ

で
あ
る
。
人
天
の
わ
ず
か
な
善
根
す
ら
具
え
る
こ
と
が
難
し
い
。
ま
し
て
や
さ
と
り
の
境
地
（
無
為
）
や
六
通
を
体
得
す
る
こ
と

な
ど
で
き
よ
う
か
。
素
晴
ら
し
い
教
え
を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
粗
い
心
は
懈
怠
で
あ
る
か
ら
利
益
は
得
ら
れ

な
い
。
た
と
い
年
を
積
み
、
ほ
し
い
ま
ま
に
修
行
し
（
脚
走
）、
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
貪
瞋
が
内
心
を
満
た
し
て
い
る
。
貪
瞋

と
は
す
な
わ
ち
身
の
三
業
の
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
し
て
浄
土
の
中
で
真
如
が
空
で
あ
る
す
が
た
（
真
空
）
を
開
く
こ
と
が
で
き
よ

う
か
。
同
じ
く
往
生
を
願
う
善
知
識
に
告
げ
る
。「
仏
の
慈
悲
を
念
じ
て
聖
衆
の
中
に
入
れ
」
と
。
大
衆
は
心
を
傾
け
て
み
な
往

生
を
願
え
。
手
に
香
と
華
を
も
っ
て
常
に
供
養
せ
よ
。

　

こ
こ
で
は
あ
る
衆
生
が
娑
婆
世
界
に
お
い
て
、
観
音
・
勢
至
の
教
化
を
受
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
わ
ず
か
な
善
根
す
ら
具
え
ら
れ
な

（
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い
の
で
、
六
通
を
具
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
意
味
で
「
六
通
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
『
法
事
讃
』
で
は
次
の
よ
う
な
一
例
が
あ
る
。

　

㈧
般
舟
三
昧
樂
願
往
生　

　
　

坐
已
身
同
紫
金
色
無
量
樂

從
佛
須
臾
至
寳
國
願
往
生　

直
入
彌
陀
大
會
中
無
量
樂

般
舟
三
昧
樂
願
往
生　

　
　

見
佛
莊
嚴
無
數
億
無
量
樂

三
明
六
通
皆
具
足
願
往
生　

憶
我
閻
浮
同
行
人
無
量
樂

般
舟
三
昧
樂
願
往
生　

　
　

同
行
相
親
願
莫
退
無
量
樂

七
周
行
道
散
華
竟
願
往
生　

供
養
冥
空
諸
佛
會
無
量
樂

般
舟
三
昧
樂
願
往
生　

　
　

大
會
頂
禮
別
彌
陀
無
量
樂

　

般
舟
三
昧
の
楽
し
み
。
坐
り
お
わ
っ
て
〔
見
る
と
私
の
〕
身
が
〔
仏
と
〕
同
じ
よ
う
に
紫
金
色
と
な
っ
て
い
る
。
仏
に
し
た
が
っ
て

す
ぐ
に
宝
で
で
き
た
国
土
に
至
り
、
た
だ
ち
に
阿
弥
陀
仏
の
大
会
の
中
に
入
っ
た
。
般
舟
三
昧
の
楽
し
み
。〔
私
は
〕
仏
の
荘
厳
が
無

数
億
で
あ
る
の
を
見
て
、
三
明
と
六
通
を
み
な
具
え
て
、
わ
が
閻
浮
提
の
同
行
人
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
般
舟
三
昧
の
楽
し
み
。
同

行
と
は
互
い
に
親
し
ん
で
、
退
転
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
願
っ
て
い
た
。
七
周
行
道
し
て
華
を
散
ら
し
お
わ
っ
て
、
眼
に
は
見
え
な

い
諸
仏
の
大
会
を
供
養
す
る
。
般
舟
三
昧
の
楽
し
み
。
大
会
に
頂
礼
し
て
阿
弥
陀
仏
と
別
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
極
楽
往
生
後
の
菩
薩
に
対
し
て
、
三
明
六
通
と
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
閻
浮
提
の
同
行
人
を
思
い
出
す

こ
と
か
ら
、
還
相
廻
向
の
思
想
を
想
起
す
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
菩
薩
行
が
説
か
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
還
相
回
向
と
は
判
断
し
が
た

（
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い
。

小　

結

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
通
し
て
、
善
導
は
仏
、
極
楽
往
生
後
の
菩
薩
、
娑
婆
世
界
の
衆
生
に
対
し
て
、「
六
通
」
の
語
を
使
用
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
用
例
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

・
仏　
　

『
観
念
法
門
』
一
例
（
一
般
的
な
仏
）、『
観
経
疏
』
二
例
（
十
方
諸
仏
・
阿
弥
陀
仏
）、『
般
舟
讃
』
一
例
（
阿
弥
陀
仏
）

　

・
極
楽
往
生
後
の
菩
薩　

『
往
生
礼
讃
』
一
例
、『
般
舟
讃
』
一
例
、『
法
事
讃
』
一
例

　

・
娑
婆
世
界
の
衆
生　

『
法
事
讃
』
一
例

　

善
導
が
「
六
通
」
の
意
味
を
規
定
し
て
使
用
し
て
い
た
か
は
、
用
例
が
少
な
い
の
で
確
定
は
で
き
な
い
が
、『
観
経
疏
』
は
わ
ず
か

二
例
だ
け
で
考
え
る
と
仏
に
対
し
て
共
通
し
て
用
い
て
い
る
と
い
え
る
。

『
往
生
礼
讃
』
に
お
け
る
「
六
神
通
」
の
用
例

　

先
に
善
導
の
五
部
九
巻
に
お
け
る
「
六
通
」
の
語
を
見
て
き
た
。
次
に
な
ぜ
『
往
生
礼
讃
』
だ
け
に
「
六
神
通
」
の
語
が
採
用
さ
れ

た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
善
導
は
『
往
生
礼
讃
』
前
序
の
五
念
門
、
第
五
廻
向
門
を
解
釈
す
る
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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①
又
到
彼
國
已
、
得
六
神
通
、
回
入
生
死
、
敎
化
衆
生
。
徹
窮
後
際
、
心
無
厭
足
、
乃
至
成
佛
。
亦
名
回
向
門
。

　

ま
た
極
楽
世
界
に
往
生
し
た
後
に
は
、
六
神
通
を
得
、
生
死
輪
廻
の
世
界
に
帰
っ
て
来
て
、
衆
生
を
教
化
し
よ
う
。〔
そ
れ

を
〕
未
来
世
ま
で
極
め
尽
く
し
、
心
に
飽
く
こ
と
な
く
し
て
、
つ
い
に
仏
と
な
ろ
う
。〔
こ
れ
を
〕
ま
た
廻
向
門
と
い
う
。

　

こ
こ
で
善
導
は
還
相
廻
向
を
述
べ
る
中
で
、「
六
神
通
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
極
楽
世
界
に
往
生
し
た
後
、「
六
神
通
」

を
得
て
か
ら
、
衆
生
の
救
済
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

次
に
『
往
生
礼
讃
』
の
発
願
文
で
は
「
六
神
通
」
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

②
到
彼
國
已
、
得
六
神
通
、
入
十
方
界
、
救
攝
苦
衆
生
。
虚
空
法
界
盡
、
我
願
亦
如
是
。

　

極
楽
世
界
に
往
生
し
た
後
に
は
、
六
神
通
を
得
、
十
方
世
界
に
入
っ
て
、
苦
し
む
衆
生
を
救
済
し
よ
う
。
あ
ら
ゆ
る
世
界
が
尽

き
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
私
の
願
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
し
た
い
。

　

①
と
同
じ
よ
う
に
極
楽
往
生
後
に
「
六
神
通
」
を
得
て
か
ら
衆
生
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
『
往
生
礼
讃
』
の
中
夜
を
説
く
中
で
、
善
導
は
五
悔
（
懺
悔
・
勧
請
・
随
喜
・
回
向
・
発
願
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ

の
発
願
で
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

　

③
至
心
發
願

願
捨
胎
藏
形　

往
生
安
樂
國

（
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速
見
彌
陀
佛　

無
邊
功
德
身

奉
覲
諸
如
來　

賢
聖
亦
復
然

獲
六
神
通
力　

救
攝
苦
衆
生

虚
空
法
界
盡　

我
願
亦
如
是

　

心
か
ら
願
を
起
こ
す
。
願
わ
く
は
母
胎
（
輪
廻
）
か
ら
生
ま
れ
た
身
を
捨
て
て
、
安
楽
国
に
往
生
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
速
や
か

に
阿
弥
陀
仏
の
限
り
な
い
功
徳
の
身
を
見
て
、
諸
仏
に
対
面
し
〔
そ
し
て
〕
仕
え
、
賢
者
と
聖
者
に
も
ま
た
そ
の
よ
う
で
あ
り
た

い
。〔
そ
し
て
〕
六
神
通
力
を
獲
得
し
、
苦
し
む
衆
生
を
救
済
し
よ
う
。
あ
ら
ゆ
る
世
界
が
尽
き
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
私
の

願
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
し
た
い
。

　

こ
こ
で
は
阿
弥
陀
仏
・
諸
仏
・
賢
聖
と
出
会
っ
た
後
に
「
六
神
通
力
」
を
得
る
と
い
う
。
①
②
と
同
じ
よ
う
に
「
六
神
通
」
を
得
る

こ
と
で
は
共
通
し
て
い
る
が
、
③
だ
け
は
「
六
神
通
力
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
明
ら
か
に
三
十
巻
『
仏
名
経
』
の
影
響
を
受
け
た

も
の
と
い
え
る
。
以
上
『
往
生
礼
讃
』
の
引
用
①
②
③
の
よ
う
に
、
善
導
が
「
六
神
通
（
力
）」
の
語
を
用
い
て
い
る
時
に
は
、
還
相

廻
向
の
思
想
を
説
く
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
善
導
が
阿
弥
陀
仏
を
「
無
辺
功
徳
身
」
と
説
く
こ
と
に
関
し
て
は
、
次
の
『
宝
性
論
』
巻
四
の
弥
陀
偈
の
影
響
を
受
け
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

依
此
諸
功
徳　

願
於
命
終
時

見
無
量
壽
佛　

無
邊
功
徳
身
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我
及
餘
信
者　

既
見
彼
佛
已

願
得
離
垢
眼　

成
無
上
菩
提

　

こ
の
諸
功
徳
に
よ
っ
て
、
願
わ
く
は
命
終
わ
る
時
に
、
無
量
寿
仏
の
限
り
な
い
功
徳
の
身
と
出
会
わ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
私
と

他
の
信
者
は
現
に
彼
の
仏
と
出
会
え
た
の
で
、
願
わ
く
は
煩
悩
を
離
れ
る
眼
を
得
て
、
こ
の
上
な
い
さ
と
り
を
成
就
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
引
用
よ
り
先
に
「
此
れ
よ
り
已
下
は
、
彼
の
説
法
の
得
る
所
の
功
徳
、
以
て
廻
向
を
用
ふ
る
が
故
に
三
偈
を
説
く
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
功
徳
を
廻
向
し
て
私
と
他
の
人
々
に
仏
と
出
会
え
る
よ
う
に
願
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
煩
悩
か
ら
離
れ

る
眼
を
得
て
成
仏
を
目
指
す
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　

善
導
は
『
往
生
礼
讃
』
に
お
い
て
、
引
用
③
の
他
に
も
、「
発
願
」
の
内
容
を
説
く
所
で
、『
宝
性
論
』
弥
陀
偈
を
引
用
し
て
い
る
。

説
偈
發
願

禮
懺
諸
功
德　

願
臨
命
終
時

見
無
量
壽
佛　

無
邊
功
德
身

我
及
餘
信
者　

既
見
彼
佛
已

願
得
離
垢
眼　

往
生
安
樂
國

成
無
上
菩
提
。

（
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わ
ず
か
な
文
字
の
相
違
は
あ
る
が
、『
宝
性
論
』
を
引
用
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
『
宝
性
論
』
の
「
見
無
量
壽
佛　

無
邊

功
德
身
」
を
『
往
生
礼
讃
』
中
夜
（
引
用
③
）
で
は
「
速
見
彌
陀
佛　

無
邊
功
德
身
」
と
し
、
さ
ら
に
『
仏
名
経
』
の
内
容
を
加
え
て
、

発
願
の
偈
頌
を
創
作
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
『
往
生
礼
讃
』
は
、
多
く
の
経
論
の
文
言
を
引
用
し
、
極
楽
往
生
に
関
す
る
文
言
を
付
与
し
て
、
善
導
独
自
の
著
作
を
作

り
上
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
や
は
り
儀
式
儀
礼
の
テ
キ
ス
ト
を
作
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
善
導
の
五
部
九
巻
の

「
六
通
」
と
『
往
生
礼
讃
』
の
「
六
神
通
」
と
表
現
が
異
な
る
の
は
、「
六
通
」
の
方
は
善
導
が
好
ん
で
使
用
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、

「
六
神
通
」
の
方
は
儀
式
儀
礼
の
テ
キ
ス
ト
を
作
ろ
う
と
す
る
過
程
で
、
善
導
が
経
論
の
中
か
ら
用
語
を
選
び
、
自
身
の
著
作
に
そ
の

ま
ま
採
用
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
観
経
』
の
中
品
上
生
に
は
「
三
明
六
通
」
と
使
わ
れ
て
い
る
。
以
下
は
『
観
経
』
の
中
品
上
生
の
内
容
を
見
て
み
た
い
。

當
華
敷
時
、
聞
衆
音
聲
讚
歎
四
諦
。
應
時
即
得
阿
羅
漢
道
。
三
明
六
通
、
具
八
解
脱
。

　
〔
極
楽
世
界
の
〕
蓮
華
が
開
く
時
に
当
た
っ
て
、
多
く
の
音
声
に
よ
っ
て
四
諦
を
ほ
め
讃
え
る
こ
と
を
聞
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
時
に
阿
羅
漢
の
境
地
に
到
達
し
た
。
三
明
と
六
通
と
八
解
脱
を
具
え
る
。

　

こ
れ
に
関
し
て
善
導
は
『
観
経
疏
』
散
善
義
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い
る
。

七
從
當
華
敷
時
、
下
至
八
解
脱
已
來
、
正
明
第
十
一
門
中
、
華
開
已
後
、
得
益
不
同
。
即
有
其
三
。
一
明
寶
華
尋
發
。
此
由
戒
行

精
強
故
也
。
二
明
法
音
同
讚
四
諦
之
德
。
三
明
到
彼
聞
説
四
諦
、
即
獲
羅
漢
之
果
。
言
羅
漢
者
、
此
云
無
生
、
亦
云
無
著
。
因
亡
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故
無
生
。
果
喪
故
無
著
。
言
三
明
者
、
宿
命
明
、
天
眼
明
、
漏
盡
明
也
。
言
八
解
脱
者
、
内
有
色
外
觀
色
一
解
脱
、
内
無
色
外
觀

色
二
解
脱
。
不
淨
相
三
解
脱
。
四
空
及
滅
盡
、
總
成
八
也
。

　

七
つ
に
「
当
華
敷
時
」
か
ら
「
八
解
脱
」
ま
で
は
、
ま
さ
し
く
第
十
一
門
の
中
、
蓮
華
が
開
い
た
後
の
利
益
に
異
な
り
が
あ
る

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
に
三
つ
あ
る
。
一
つ
に
は
宝
華
が
ま
も
な
く
開
く
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
戒

行
が
ひ
た
す
ら
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。
二
つ
に
は
法
音
が
〔
み
な
〕
同
じ
よ
う
に
四
諦
の
徳
を
讃
え
て
い
る

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
三
つ
に
は
か
の
四
諦
が
説
か
れ
る
の
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
阿
羅
漢
果
を
獲
得
す
る
こ
と

を
明
か
し
て
い
る
。「
羅
漢
」
と
言
う
の
は
、
中
国
で
は
無
生
と
い
い
、
ま
た
無
著
と
い
う
。
原
因
が
消
滅
す
る
か
ら
無
生
と
い

う
。
結
果
を
失
う
か
ら
無
著
と
い
う
。「
三
明
」
と
言
う
の
は
、
宿
命
明
・
天
眼
明
・
漏
尽
明
で
あ
る
。「
八
解
脱
」
と
言
う
の
は
、

内
に
色
〔
相
〕
有
り
、
外
に
色
を
観
ず
る
（
内
有
色
外
観
色
）
と
は
第
一
の
解
脱
で
あ
る
。
内
に
色
〔
相
〕
な
く
外
に
色
を
観
ず

る
（
内
無
色
外
観
色
）
と
は
第
二
の
解
脱
で
あ
る
。
不
浄
相
は
第
三
の
解
脱
で
あ
る
。
四
空
（
空
無
辺
処
・
識
無
辺
処
・
無
所
有

処
・
非
想
非
非
想
処
）
と
滅
尽
定
〔
の
解
脱
〕
を
ま
と
め
て
八
つ
と
な
る
。

　

善
導
は
『
観
経
』
で
説
か
れ
る
羅
漢
・
三
明
・
八
解
脱
を
説
明
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
か
「
六
通
」
だ
け
は
説
明
を
加
え

て
い
な
い
。
こ
こ
で
善
導
が
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
│
五
九
二
）
の
『
観
経
義
疏
』
を
見
て
み
た
い
。
慧
遠

は
『
観
経
』
の
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い
る
。

第
三
益
中
、
初
華
開
聞
法
後
得
道
果
。
得
羅
漢
者
、
此
名
無
生
、
亦
名
無
著
。
無
著
因
亡
、
無
生
果
喪
。
言
三
明
者
、
所
謂
宿
命
、

天
眼
、
漏
盡
是
其
三
也
。
言
六
通
者
、
所
謂
身
通
、
天
眼
、
天
耳
、
他
心
、
宿
命
及
與
漏
盡
。
廣
如
別
章
。
八
解
脱
者
、
經
中
亦

（
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名
八
背
捨
也
。
名
字
是
何
。
内
有
色
相
外
觀
色
一
。
自
身
名
内
、
他
身
名
外
。
於
自
身
色
、
未
滅
未
壞
、
名
爲
内
有
觀
。
内
外
色

悉
皆
不
淨
、
名
外
觀
色
。
…
（
中
略
）
…
。
内
无
色
相
外
觀
色
二
。
於
自
己
身
、
豫
作
死
相
虫
食
、
火
燒
破
壞
之
相
、
名
爲
内
无

觀
察
外
色
。
悉
皆
不
淨
。
此
前
二
種
、
是
不
淨
觀
。
淨
相
解
脱
以
爲
第
三
。
於
内
外
色
、
除
去
皮
肉
、
唯
觀
白
骨
。
前
三
色
觀
。

空
處
、
識
處
、
无
所
有
處
、
及
非
想
解
脱
、
復
以
爲
四
、
通
前
爲
七
。
聖
人
得
彼
四
空
處
定
、
即
説
爲
此
四
解
脱
也
。
滅
盡
解
脱

以
爲
第
八
。

　

第
三
の
〔
往
生
以
後
の
〕
利
益
の
中
、
初
め
に
蓮
華
開
い
た
後
に
教
え
を
聞
く
。
後
に
仏
道
修
行
の
結
果
（
阿
羅
漢
果
）
を
得

る
。「
得
羅
漢
」
と
は
、
中
国
で
は
無
生
と
い
い
、
ま
た
無
著
と
い
う
。
無
著
と
は
原
因
を
消
滅
す
る
こ
と
、
無
生
と
は
結
果
を

失
う
こ
と
を
い
う
。「
三
明
」
と
言
う
の
は
、
つ
ま
り
宿
命
明
・
天
眼
明
・
漏
尽
明
の
三
つ
の
こ
と
で
あ
る
。「
六
通
」
と
言
う
の

は
、
つ
ま
り
神
足
通
・
天
耳
通
・
天
眼
通
・
他
心
通
・
宿
命
通
・
漏
尽
通
の
六
つ
の
こ
と
で
あ
る
。
詳
し
く
は
別
の
『〔
大
乗

義
〕
章
』
の
と
お
り
で
あ
る
。「
八
解
脱
」
と
は
、
経
の
中
で
は
ま
た
「
八
背
捨
」
と
い
う
。〔
八
つ
の
〕
名
称
は
何
と
い
う
の
か
。

内
有
色
相
外
観
色
は
第
一
で
あ
る
。
自
分
自
身
を
内
と
い
い
、
他
の
身
を
外
と
い
う
。
自
身
の
色
に
対
し
て
、
ま
だ
消
滅
せ
ず
、

ま
だ
壊
れ
な
い
の
を
内
有
観
と
い
う
。
内
と
外
の
色
が
み
な
不
浄
な
の
を
外
観
色
と
い
う
。
…
（
中
略
）
…
内
無
色
相
外
観
色
は

第
二
で
あ
る
。
自
己
の
身
体
に
対
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
死
ぬ
姿
、
虫
に
食
わ
れ
る
こ
と
、
火
で
焼
か
れ
て
破
壊
さ
れ
る
姿
を
観
察

す
る
の
を
、
内
無
と
い
う
。
外
の
色
を
観
察
し
て
み
な
不
浄
で
あ
る
〔
と
知
る
〕。
こ
の
前
の
二
種
は
、
不
浄
観
の
こ
と
で
あ
る
。

浄
相
解
脱
は
第
三
で
あ
る
。
内
外
の
色
に
対
し
て
、
皮
や
肉
を
取
り
除
い
て
、
白
骨
だ
け
を
観
察
す
る
。
前
の
三
つ
は
色
観
で
あ

る
。
空
無
辺
処
・
識
無
辺
処
・
無
所
有
処
・
非
想
非
非
想
処
の
解
脱
で
ま
た
四
つ
と
な
る
。
先
と
合
わ
せ
て
七
つ
と
な
る
。
聖
人

は
か
の
四
空
処
定
を
得
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
を
四
解
脱
と
説
い
て
い
る
。〔
そ
し
て
〕
滅
尽
定
の
解
脱
を
も
っ
て
第
八
と
な
る
。
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善
導
は
慧
遠
の
「
無
著
因
亡
」
を
「
因
亡
故
無
生
」
と
し
、
ま
た
慧
遠
の
「
無
生
果
喪
」
を
「
果
喪
故
無
著
」
と
し
て
、
無
著
と
無

生
を
入
れ
替
え
て
い
る
。
羅
漢
や
三
明
や
八
解
脱
の
説
明
を
見
れ
ば
、
善
導
は
慧
遠
の
影
響
を
十
分
に
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
善
導
は
意
図
的
に
「
六
通
」
の
語
を
説
明
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
れ

に
関
し
て
二
つ
の
理
由
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
「
六
通
」
の
語
が
説
明
を
加
え
る
ま
で
も
な
い
ほ
ど
、
周
知
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
説
明
す
る
こ
と
を
や
め
た
。
い
ま
一
つ
は
「
六
通
」
の
語
に
関
し
て
、
善
導
の
解
釈
に
不
備
が
あ
っ
た
か
ら
、

説
明
を
加
え
な
か
っ
た
。

　

前
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
三
明
に
関
し
て
も
説
明
を
加
え
る
ほ
ど
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
後
者
は
拙
論
で
示
し
た
よ
う
に

『
大
智
度
論
』
の
説
示
を
通
し
て
「
六
通
」
が
「
仏
」
に
対
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
を
善
導
が
理
解
し
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な

る
と
、
善
導
は
は
じ
め
『
往
生
礼
讃
』
に
「
六
神
通
」
の
語
を
用
い
て
い
た
の
に
、『
観
経
疏
』
で
は
「
大
悲
」
の
語
へ
と
変
更
し
た

と
い
え
、『
往
生
礼
讃
』
の
不
備
を
『
観
経
疏
』
で
補
っ
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
小
結
で
示
し
た
よ
う
に
極
楽
往
生
後
の
菩
薩
に
対
し
て
「
六
通
」
の
語
を
使
っ
て
い
る
の
は
、『
往
生
礼
讃
』、『
般
舟
讃
』、

『
法
事
讃
』
に
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
で
あ
る
の
で
、
そ
の
三
つ
の
著
作
の
後
に
『
観
経
疏
』
が
作
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、

「
六
通
」
に
関
し
て
は
『
観
経
疏
』
の
用
例
や
他
の
著
作
の
用
例
も
少
な
い
た
め
に
、
推
論
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
少
な

く
と
も
善
導
が
『
観
経
疏
』
に
お
い
て
は
意
図
的
に
六
通
の
語
の
説
明
す
る
こ
と
を
避
け
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
善
導
に
お
け
る
「
六
通
」
と
「
六
神
通
」
の
用
例
を
見
て
き
た
。
善
導
は
好
ん
で
「
六
通
」
の
語
を
使
う
傾
向
に
あ
り
、
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「
六
神
通
」
の
語
は
儀
礼
書
を
作
る
過
程
で
、
他
の
経
論
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
た
め
に
、『
往
生
礼
讃
』
で
は
そ
の
語
が
そ
の
ま
ま

採
用
さ
れ
た
と
い
え
る
。
特
に
「
六
通
」
の
場
合
は
、
菩
薩
の
到
達
目
標
や
仏
の
特
性
で
あ
る
の
に
対
し
、「
六
神
通
」
の
場
合
は
、

菩
薩
行
と
し
て
の
還
相
廻
向
の
思
想
を
説
く
こ
と
だ
け
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
儀
礼
書
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
善
導
の
『
往
生
礼

讃
』
は
他
の
経
論
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
善
導
独
自
の
儀
礼
を
整
え
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、『
往
生
礼
讃
』
は
儀
礼
書
の
中
で
も
比
較
的
早
期
に
作
成
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
善
導
が
『
観
経
疏
』
の
中
品
上
生
を
解
説
す
る
に
あ
た
り
、
浄
影
寺
慧
遠
の
『
観
経
義
疏
』
の
影
響
を
受
け
て
、
羅
漢
・
三

明
・
八
解
脱
に
つ
い
て
は
説
明
す
る
が
、
六
通
の
み
は
解
説
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
善
導
が
意
図
的
に
「
六
通
」
の

説
明
を
避
け
た
と
理
解
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
五
部
九
巻
成
立
問
題
は
解
明
す
る
こ
と
の
一
助
と
は
な
り
え
る
が
、
解
明
で

き
た
と
は
い
え
な
い
の
で
、
善
導
の
五
部
九
巻
に
お
け
る
思
想
の
変
遷
を
統
合
的
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

小
川
﹇
二
〇
二
二
﹈　

小
川
法
道
「
善
導
に
お
け
る
還
相
廻
向
の
思
想
」『
仏
教
学
会
紀
要
』
第
二
七
号
、
二
〇
二
二
年
。

齊
藤
﹇
一
九
九
九
﹈　

齊
藤
隆
信
「
發
願
文
小
考
│
成
立
と
展
開
│
」『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
二
五
号
、
一
九
九
九
年
。

齊
藤
﹇
二
〇
一
五
﹈　

齊
藤
隆
信
『
中
国
浄
土
教
儀
礼
の
研
究　

善
導
と
法
照
の
讃
偈
の
律
動
を
中
心
と
し
て
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
。

柴
田
﹇
二
〇
〇
〇
﹈　

柴
田
泰
山
「
善
導
『
往
生
礼
讃
』
所
引
の
『
宝
性
論
』
弥
陀
偈
に
つ
い
て
」『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』
第
九
号
、
二
〇
〇

〇
年
。
後
に
『
善
導
教
学
の
研
究　

第
二
巻
』
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
一
四
年
に
収
録
さ
れ
る
。

柴
田
﹇
二
〇
二
一
﹈　

柴
田
泰
山
「『
往
生
礼
讃
』
所
説
の
発
願
文
に
つ
い
て
」『
善
導
教
学
の
研
究　

第
三
巻
』
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
二
一

年
。
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三
枝
樹
﹇
一
九
七
三
﹈　

三
枝
樹
隆
善
「
発
願
文
の
読
み
方
」『
佛
教
論
叢
』
第
一
七
号
、
一
九
七
三
年
。

【
註
】

小
川
﹇
二
〇
二
二
﹈。

詳
し
く
は
小
川
﹇
二
〇
二
二
﹈
参
照
の
こ
と
。

『
観
念
法
門
』、『
浄
土
宗
全
書
』（
以
下
、『
浄
全
』）
四
・
二
三
〇
ｂ
。
太
字
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
も
同
じ
。

『
往
生
礼
讃
』、『
浄
全
』
四
・
三
七
二
ｂ
。

『
観
経
疏
』
玄
義
分
、『
浄
全
』
二
・
一
ｂ
。

『
観
経
疏
』
定
善
義
、『
浄
全
』
二
・
五
三
ａ
。

『
観
経
』、『
浄
全
』
一
・
四
六
。『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
、『
大
正
』）
一
二
・
三
四
四
ｃ
。

『
般
舟
讃
』、『
浄
全
』
四
・
五
三
一
ａ
│
ｂ
。

原
文
は
「
畢
命
不
退
」
で
あ
る
が
、
良
忠
『
般
舟
讃
私
記
』
の
指
摘
に
よ
り
、「
畢
竟
不
退
」
で
読
む
。『
浄
全
』
四
・
五
五
一
ｂ
。

『
般
舟
讃
』、『
浄
全
』
四
・
五
四
〇
ｂ
。

『
般
舟
讃
私
記
』、『
浄
全
』
四
・
五
五
九
ａ
。

『
法
事
讃
』
巻
下
、『
浄
全
』
四
・
二
一
ｂ
。

『
法
事
讃
』
巻
下
、『
浄
全
』
四
・
三
〇
ａ
。

『
往
生
礼
讃
』、『
浄
全
』
四
・
三
五
五
ａ
│
ｂ
。

『
往
生
礼
讃
』、『
浄
全
』
四
・
三
六
〇
ａ
。
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小
川
﹇
二
〇
二
二
﹈
で
は
、「
救
攝
苦
衆
生
、
虚
空
法
界
盡
、
我
願
亦
如
是
」
を
「〔
た
と
え
〕
世
界
の
果
て
の
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
も
、

苦
し
む
衆
生
を
救
済
し
よ
う
。
私
の
願
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
し
た
い
」
と
訳
し
て
い
た
が
、
良
忠
『
往
生
礼
讃
私
記
』
巻
上
の
指
摘
に
よ

っ
て
訂
正
す
る
。「
虚
空
法
界
盡
等
者
、
意
云
、
虚
空
法
界
若
不
盡
者
、
即
我
願
亦
不
盡
也
」（『
浄
全
』
四
・
三
九
四
ａ
）。
こ
の
こ
と
に

関
し
て
は
、
本
庄
良
文
先
生
・
上
野
忠
昭
先
生
・
曽
和
義
宏
先
生
に
「
虚
空
法
界
盡
」
の
解
釈
（
特
に
反
語
）
や
良
忠
の
指
摘
を
御
教
示

い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
齊
藤
﹇
一
九
九
九
﹈
は
、「
虚
空
法
界
盡
」
に
関
し
て
、「
善
導
の
発
願
文
で
は
己
の
誓
願
が
虚
空
の
よ
う
に
廣
大
で
障
害
が
な
く
、

す
べ
て
に
行
き
渡
っ
て
い
る
と
い
う
空
間
的
な
無
限
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
他
に
も
三
枝
樹
﹇
一
九
七
三
﹈
や

柴
田
﹇
二
〇
二
一
﹈
は
、「
虚
空
法
界
盡
」
の
解
釈
を
挙
げ
て
い
る
。

『
往
生
礼
讃
』、『
浄
全
』
四
・
三
六
五
ａ
│
ｂ
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
も
同
じ
。

齊
藤
﹇
一
九
九
九
﹈、
小
川
﹇
二
〇
二
二
﹈。

『
大
正
』
三
一
・
八
四
八
ａ
。
並
び
に
八
二
〇
ｃ
。

『
往
生
礼
讃
』、『
浄
全
』
四
・
三
五
九
ｂ
。

『
宝
性
論
』
に
関
し
て
は
柴
田
﹇
二
〇
〇
〇
﹈
を
参
照
の
こ
と
。

『
仏
名
経
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
齊
藤
﹇
一
九
九
九
﹈、
小
川
﹇
二
〇
二
二
﹈
を
参
照
の
こ
と
。

善
導
の
五
部
九
巻
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
礼
の
特
徴
に
関
し
て
は
、
齊
藤
﹇
二
〇
一
五
﹈
を
参
照
し
た
。

『
観
経
』、『
浄
全
』
一
・
四
八
。

『
観
経
疏
』
散
善
義
、『
浄
全
』
二
・
六
五
ｂ
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
も
同
じ
。

「
八
解
脱
」
に
つ
い
て
は
石
田
瑞
麿
『
例
文
仏
教
語
大
辞
典
』（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
初
版
、
八
七
三
頁
）
や
多
屋
頼
俊
・
横
超
慧
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日
・
舟
橋
一
哉
『
新
版　

仏
教
学
辞
典
』（
法
藏
館
、
一
九
九
五
年
初
版
、
三
六
四
頁
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
ま
た
櫻
部
建
・
小
谷
信
千

代
・
本
庄
良
文
『
倶
舍
論
の
原
典
研
究　

智
品
・
定
品
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
三
二
九
―
三
三
〇
頁
）
に
は
「
解
脱
は
八
で
あ

る
。
色
を
有
す
る
者
が
も
ろ
も
ろ
の
色
を
観
る
、
と
い
う
の
が
第
一
の
解
脱
で
あ
る
。
内
に
色
想
な
き
者
が
外
に
も
ろ
も
ろ
の
色
を
観
る
、

と
い
う
の
が
第
二
で
あ
る
。
浄
解
脱
を
身
を
も
っ
て
現
証
し
て
、〔
そ
れ
を
〕
具
有
し
て
在
る
、
と
い
う
の
が
第
三
。
四
無
色
〔
定
〕〔
が

す
な
わ
ち
第
四
・
第
五
・
第
六
・
第
七
の
四
解
脱
で
あ
る
〕。
想
受
滅
が
第
八
〔
解
脱
〕
で
あ
る
」
と
い
う
。
他
に
『
阿
毘
達
磨
倶
舍

論
』
巻
二
九
（『
大
正
』
二
九
・
一
五
一
ｂ
）、『
大
智
度
論
』
巻
二
一
（『
大
正
』
二
五
・
二
一
五
ａ
）、『
大
乗
義
章
』
巻
一
三
（『
大

正
』
四
四
・
七
三
四
ａ
）
を
参
照
。

『
観
経
義
疏
』
末
、『
浄
全
』
五
・
一
九
七
ａ
│
ｂ
。『
大
正
』
三
七
・
一
八
五
ｂ
。『
浄
全
』
の
指
示
に
よ
っ
て
、「
成
」
を
「
廣
」
に
、

「
悲
」
を
「
非
」
に
訂
正
す
る
。
浄
影
寺
慧
遠
の
『
観
経
義
疏
』
は
便
宜
上
、
書
き
下
し
を
付
し
て
お
く
。

第
三
の
益
の
中
、
初
め
に
華
開
い
て
法
を
聞
く
。
後
に
道
果
を
得
。
得
羅
漢
と
は
、
此
に
は
無
生
と
名
づ
く
、
亦
、
無
著
と
名
づ
く
。

無
著
は
因
亡
ず
、
無
生
は
果
喪
び
る
。
三
明
と
言
う
は
、
所
謂
る
宿
命
、
天
眼
、
漏
盡
是
れ
其
の
三
な
り
。
六
通
と
言
う
は
、
所
謂

る
身
通
、
天
眼
、
天
耳
、
他
心
、
宿
命
お
よ
び
漏
盡
な
り
。
廣
く
別
章
の
如
し
。
八
解
脱
と
は
、
經
中
に
亦
、
八
背
捨
と
名
づ
く
る

な
り
。
名
字
是
れ
何
ん
や
。
内
有
色
相
外
觀
色
は
一
な
り
。
自
身
を
内
と
名
づ
け
、
他
身
を
外
と
名
づ
く
。
自
身
の
色
に
於
て
、
未

だ
滅
せ
ず
未
だ
壊
せ
ざ
る
を
、
名
て
内
有
観
と
す
。
内
外
色
悉
く
皆
不
浄
な
る
を
、
外
観
色
と
名
く
。
…
（
中
略
）
…
内
无
色
相
外

観
色
は
二
な
り
。
自
己
の
身
に
於
て
、
予
め
死
相
虫
食
・
火
焼
破
壊
の
相
を
作
す
。
名
て
内
无
と
す
。
外
色
を
観
察
し
て
悉
く
皆
不

浄
な
り
。
此
の
前
の
二
種
、
是
れ
不
浄
観
な
り
。
淨
相
解
脱
を
以
て
第
三
と
爲
す
。
内
外
色
に
於
て
、
皮
肉
を
除
去
し
て
、
唯
白
骨

を
観
ず
。
前
の
三
は
色
観
な
り
。
空
處
、
識
處
、
无
所
有
處
、
及
び
非
想
解
脱
、
復
以
て
四
と
爲
す
。
通
じ
て
前
の
七
と
爲
る
。
聖

人
、
彼
の
四
空
處
定
を
得
。
即
ち
説
い
て
此
を
四
解
脱
と
爲
す
な
り
。
滅
盡
解
脱
を
以
て
第
八
と
爲
す
。
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ち
な
み
に
『
大
乗
義
章
』
巻
十
七
本
で
は
「
阿
羅
漢
者
、
亦
外
國
語
。
外
國
語
中
、
三
名
相
通
。
一
阿
羅
訶
。
此
云
應
供
。
二
阿
盧
漢
。

此
云
殺
賊
。
三
阿
羅
漢
。
此
方
正
翻
、
名
曰
不
生
。
隨
義
三
翻
。
傍
説
爲
無
著
。
無
著
因
亡
」（『
大
正
』
四
四
・
七
九
〇
ｃ
）
と
説
明
し

て
い
る
。

善
導
は
慧
遠
の
表
現
か
ら
変
え
よ
う
と
し
た
ぐ
ら
い
し
か
、
今
の
所
、
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

小
川
﹇
二
〇
二
二
﹈。
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